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自然と向き合う
建設コンサルタントという仕事

道路建設事業を例に説明します。まず、事業

計画を作成するために、道路のルートを決定、

建設後の交通量や流れの変化、候補地周辺

の条件や環境影響について調べます。そし

て、地質調査や測量の結果をもとに設計等を

行い、事業計画を完成させます。

どんな仕事をするの？

測量業、地質調査業、建設コンサルタントをま

とめて、建設関連業と称します。その業務内容

からサービス業の土木建築サービス業に区分

されます。調査や現場試験が必要な場合に

は、現場で作業を行うこともありますが、建設

業とは違い、実際に工事をすることはありませ

ん。建設関連業はその業務を通じて、地域の

皆さまのために働く仕事です。

どんな産業なの？

インフラ整備事業に関し、計画地の地質等

の状態を判定して、資料の提供やアドバイス

を行う会社です。主な顧客は官公庁および

民間企業となり、当該事業の設計等のため

に地質構造等の調査結果を取りまとめて、

これを提供します。

地質調査業ってなに？

インフラ整備事業に関し、建設の技術的なコンサル

ティングを行う会社です。主な顧客は官公庁および民

間企業となり、工事に先だって必要となる企画・計

画・調査・設計の業務を行います。業務分野は、道

路、港や空港など交通インフラ、電力、農業用地や河

川、防災計画、環境保全に関する分野があり、あわせ

ると21部門あります。

建設コンサルタントってなに？



迅速かつ適切にサービスを提供

防災
地域を災害から守る

豪雨や地震に起因する災害は増加かつ激甚化しています。当
社は創業以来の地質技術に、航空機や衛星からの地理空間
情報技術を付加し、地すべり・土石流・崩壊等の土砂災害やイ
ンフラ被災等への対策提案を迅速・総合的に行います。

環境

地盤環境・自然環境
を守る

次世代へ問題を残さないために
地盤環境提案として、過去に汚染されてしまった地盤・地下水の
修復浄化を行うことで、地域生活の安全性を確保します。また自
然環境提案として、河川や道路の整備計画等で、対象地域の生
物多様性や生態系の保全を確保した計画を行います。

地質調査のエキスパートとしての誇りと使命

地質 地質技術をベースに構造物を守る

同じ地盤や岩盤であっても、斜面安定性・構造物基礎としての耐荷
性やトンネル等の掘削安定性等、構築対象物で様々な特徴を持っ
ています。当社は創立以来の豊富な実績・技術を駆使し、多様な
ニーズにお応えします。

土木構造物の耐用年数は約50年。高度成長期に整備された道路・橋
梁・トンネル等が維持更新時期を迎えています。当社は新規整備と共
に維持更新需要に対して、基礎地盤から構造物本体まで各分野の専
門技術者同士の密な連携で諸問題に対応します。

インフラ維持管理更新の需要に対応

安全な日常生活を
送るために

土木

事業内容 明治コンサルタントは、地理空間情報技術を基盤とした防災・減災事業により、

安全で安心な社会づくりに貢献します。



渡邉 信一
　大学時代、土木工学を専攻していた私は、地質系の研究室に在籍していました。
就職の際、自分の学んだことを生かせる面白そうな仕事をしている会社がある
と聞いて志望したのが当社です。入社後は技術課に配属され、地質調査業務
にあたりました。入社前はデータ分析などのデスクワークが中心だと思って
いましたが、実際には現場でボーリング作業を指示し掘削した土や岩石の
試料を観察したり、現場周辺を踏査するなど、想像以上に野外で行う業務
がありました。しかし、現場の皆さんと協力して進めていくことは充実感
があり、いろいろな現場に行くことで貴重な経験を積むことができまし
た。また、この仕事に不可欠な資格試験を受ける際には、支社を超えて
上司・先輩に論文を見ていただくなど、仲間にたくさん助けられました。
工期が集中する繁忙期には仕事の大変さを感じることもありますが、こ
の「人」とのつながりが私の支えになっています。
　阪神・淡路大震災と東日本大震災では、業務の一環で被災地のボーリン
グ調査を行ったこともあります。それまで、地震発生時に液状化するといっ
た数値的なシミュレーションは何度も行ってきましたが、実際に目の当たりに
してこの仕事の重要さを実感しました。私たちの仕事はほとんど目に見えませ
ん。しかし、そうした被災地の復興に携われることにやりがいや喜びを感じます。
　国土の防災には、私たちの仕事は欠くことができません。今後も社会に必要とされ
る当社で、仕事に前向きに取り組む若い皆さんと一緒に働けることを切に願っています。

先輩社員からのメッセージ
（会社を支えるベテラン社員）

技術本部 東京技術部 部長　 

桑原 隆之
技術本部 副本部長 技術監理部長
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　私は大学で勉強していた地質学を生かせる職に就きたいと、当社を志望しました。入
社したのは阪神・淡路大震災が発生した年で、自分の地質学の知識を生かせる活断層調
査に従事しました。その後は、専門知識を活かしながら公共事業の土木建設業に関わる
調査業務に携わりました。業務は多岐にわたっていましたが、一つずつ地道に覚えていく
毎日でした。親切に教えてくれる先輩のおかげで、諦めずに目の前の仕事と向き合うこ
とができたと、今でも恩義を感じています。
　岩手・宮城内陸地震のときは、発生初期に被災地を訪れ、甚大な被害に茫然と立
ち尽くしながらも、図面も何もない状態で最初期の対応を行いました。
　当社は、社会インフラ構築事業の一角を担っており、災害発生時の対応はもち
ろん、防災にも力を入れています。自然災害が増加傾向にある今、当社の技術力
で日本の国土強靭化に大きく貢献することが、私たちの存在意義だと感じてい
ます。最近も、防災マップの危険区域設定や防災対策検討など、各種の防災事
業に関わる業務に積極的に取り組んでいます。お客様からは感謝の言葉をいた
だくこともあり、その言葉が仕事に対するやりがいにつながっています。
　やりたい仕事があり、その挑戦したいという気持ちに寄り添ってくれる会社が、
明治コンサルタント株式会社です。たとえ今は基礎知識に自信がなくても学びた
いと強く思う若者。私たちは、そんな人材を待っています。
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技術本部
北海道技術部 設計2課

佐々木 遥人

社内教育 国際航業グループの教育と当社の教育を相互利用し、皆さんのキャリアアップを図ります

国際航業グループの教育

明治コンサルタントの教育

●内定者研修、新入社員研修　
●技術シンポジウム　など

●階層別研修　●資格取得講習　●キャリア相談
●社会人就学、研究機関への出向など

人材育成制度

先輩からのメッセージ

技術本部
大阪技術部 防災設計課

青木 一真

技術本部
東京技術部 防災課

佐々木 優

技術本部
大阪技術部 防災設計課

大河内 萌

大学では地理学を学んでおり、それを役立てられる仕事につきたいと考
えていたことと、私の出身地・鹿児島県には桜島があり、防災関連の仕事
にも携わりたいと考えていたため、建設コンサルタントをメインに就職活
動を行っていました。
当社は少数精鋭な分、上司や先輩との距離が近いことが魅力だと思いま
す。現場に出て、わからないことや不安なことがあっても、遠慮なく相談が
できるので知識や技術を吸収しやすい環境です。

高専で特に力を入れて学んできた土についての知識を存分に生かすこ
とができる業務内容であることや、私が得意とするPC操作に関わりつつ、
土木分野の技術者として成長することができると考え、当社への入社を
決めました。
入社後は、設計やボーリング調査、解析業務など様々な業務に携わり、当
社なら技術者として成長できると感じています。また、コロナ禍などの社
会変化にも柔軟に対応している点も大きな魅力の一つです。

大学院までは林学を専攻しており、森林に関する知識や経験を関心の
あった防災分野に活用できることや、自身の専門性を発揮し他の技術者
と異なる視点から物事を見ることができる環境を条件に就職活動を行っ
ておりました。
当社は、早期に業務に深く関わることで、実務を通して確実なスキルアッ
プができる点が一番の魅力だと思います。また支店のある地域以外の業
務に関わることで、多様な現場を経験することができる点も魅力です。

私が当社を選んだ理由は、志望分野である斜面防災分野に携われること
や、全社で200人程度という会社の規模感が魅力的であったこと、そして
インターンシップで高い専門性や技術力を持つ社員に出会い、憧れを抱
いたためです。
入社後は、上記の3点に加え「どんどん仕事を任せてもらえて、経験を積
めること」が魅力と感じています。現場に責任のある立場として立つこと
によって、現場で使える技術力や判断力が早く身に付くと思います。



キャリアパス
当社ではチームで業務をする中で、各社員が能力と社会性を身につけていきます。
また、社内研修、資格取得講習、キャリア相談、研究機関への出向などを経て社員の育成を図り、
「職能資格制度」を用いて、仕事の内容や待遇が変化向上していきます。

主担当
入
社

主任／専門職
主任技術者

課長／専門職
管理技術者

部長／上席専門職
管理技術者

●技術士補
●地質調査技士
●測量士補（士）

●技術士 ●技術士（総監）
●地質情報管理士
●応用地形判読士

●他分野資格
●育成計画の策定

技術
22
才

30
才

40
才

50
才

●1979年（昭和54年）生まれ現在42才（自然科学研究科修了入社19年目） ●現在の所属：技術本部 大阪技術部
●現在の仕事内容：管理職として課の運営。個別業務の主任技術者、民間技術営業を担当 ●専門分野：『土壌汚染調査』『地質・土質調査』 Aさん

主担当
入
社

主任／専門職
部長／上席専門職

●営業先の把握
●積算技術の習得
●技術系資格

●積算技術の向上
●プロポーザルの支援
●顧客ニーズの把握

●営業計画の策定
●育成計画の策定

営業
22
才

40
才

30
才

50
才

●1971年（昭和46年）生まれ現在50才（法律学部卒入社29年目） ●現在の所属：営業本部 北海道本店 営業課
●業界についての知識は、業界用語も聞いたことがなかった「ゼロ」スタート。
●技術部配属の同期や、総務・営業・技術の諸先輩から知識を得て、「技術営業」への道を模索し、土木へハマっていく。
●現在の仕事の内容：北海道の営業戦略立案、受注等管理。

Bさん

主担当
入
社

主任／専門職 課長／専門職
部長／
上席専門職

●会計、税務
●法務、知財
●労働衛生の学習

●関係官庁との折衝
●購買先との折衝

●事業計画の支援
●予算管理の実施

●事業計画の策定
●事業環境の整備

事務
22
才

30
才

40
才

50
才

●1972年（昭和47年）生まれ現在49才（経済学部卒入社26年目） ●現在の所属：管理本部　総務部
●現在の仕事内容：技術、営業、経理以外の全て。入社手続き、募集計画、社員研修計画、労務管理、取締役会等の会議運営、社内文書の管理、
社会保険、給与の手続き、就業規則の改廃、知財管理、事務所管理、ファシリティ管理、通信回線管理 ほか。

Cさん



主な
有資格者数

事業所

所属団体

•理学博士 2人

•技術士 64人

•RCCM 54人

•測量士 38人

•一級土木施工管理技士 35人

•地質調査技士（現場技術・管理部門） 30人

•地質調査技士（土壌・地下水汚染部門） 14人

•地質調査技士（現場調査部門） 1人

•地すべり防止工事士 16人

•応用地形判読士 1人

•土壌汚染調査技術管理者 7人

（2022年3月現在）

本店、7支店、23営業所、1研究所

 計32事業所

(一社)建設コンサルタンツ協会

(一社)全国地質調査業協会連合会

(一社)斜面防災対策技術協会

(一社)土壌環境センター

会社概要
創　業

創　立

資本金

役　員

登録・許可

社員数

1961年（昭和36年）8月1日

1965年（昭和40年)4月28日

10,000,000円

代表取締役社長 原口 勝則

専務取締役 井上 淳平

取締役 林    栄明

●地質調査業
質04第2755号

●土壌汚染対策法指定調査機関
2017-8-1002

●建設コンサルタント
建04第10442号

＜登録部門＞
•河川、砂防及び海岸・海洋部門
•道路部門
•森林土木部門
•土質及び基礎部門
•建設環境部門
•地質部門
•鋼構造及びコンクリート部門
•トンネル部門

●測量業
第(2)-35106号

技術職 116人

事務・営業職  87人

総計 203人

グループ会社

最先端の空間情報技術を活用し、国土保全、防災・災害復興、行政支援など社会インフラの整備・構築や民間ビジネスの業務効率化に取り組んでいます。

国際航業株式会社国際航業株式会社



当社では、2023年3月の専門学校・高専・大学・大学院修了（卒業）予定者の技術系総合職（コンサルタント）、
及び営業系・事務系総合職を下記要領で募集いたします。

応募手順は以下の通りです。まずは書類選考からスタート。各選考過程に２週間程度要しますので、最終選考終了まで
約１ヶ月半程要します。当社への書類到着時が貴方の選考過程スタートです。

なお、当社は採用活動にあたって個人情報保護法・その他の個人情報に関して適用される法令を遵守いたします。履歴書・職務経歴書等の個人
情報は、担当者によって厳重に管理し、採用のためだけに使用いたします。

募集要項

対象者 2023年3月の大学・大学院修了（卒業）予定者

採用までのSTEP　応募方法

採用区分

技術系　　防災部門 　　防災対策工法の検討・設計、災害実態調査、地下水に関する調査・解析、防災点検他

技術系　地質調査部門　地質踏査、ボーリング調査、原位置試験・室内試験、各種解析・シミュレーション他

技術系　土木設計部門　河川・砂防施設の計画設計、交差点計画、道路設計、橋梁設計・耐震補強設計他

技術系　　環境部門 　　建設環境（環境影響評価・自然環境調査）、 
 　　　　　　　　　　　土壌地下水汚染のリスクマネジメント、浄化対策工事他

営業系　　営業部門 　　地方自治体・官公庁への提案型営業、国内外の民間企業向けコンサルティング営業

事務系　　管理部門　　総務、法務、人事、経理、財務関係の業務

部門 業務内容  採用予定人数

技術系１０名

営業系若干名

事務系若干名

合計１５名程度

勤務条件
勤務地　　　本社および全国の支店

勤務時間　　 9:00～17:30（休憩１時間含む）、実働7.5時間

初任給　　 　●高専・専門卒／202,100円　●専攻科・学卒／222,800円　

　　　　　　●院修了／235,200円 （※住宅手当、地域手当（東京）含む）

 　　　　　　 ●諸手当／通勤手当、資格手当、家族手当、住宅手当、地域手当、超過勤務手当

 　　　　　　●昇給／年1回（7月）　●賞与／年2回（7月、12月）

休日休暇　　 年間休日125日、完全週休2日制（土・日）、祝日、夏期・年末年始・慶弔・有給休暇・リフレッシュ休暇

福利厚生　　健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険、退職金制度、退職年金制度

研修　　　　新入社員研修、技術士取得対策研修、各種実務研修 

内定承諾書を
提出していただきます。
４月に会いましょう。

•当社指定エントリーシート（写真付）

•成績証明書
まだ発行されていない場合は後日提出で結構
です。

•研究テーマがわかる資料（卒論・修論）
書式等は一切自由です。工夫して自由に書い
てください。

•健康診断書
まだ発行されていない場合は後日提出で結構
です。

適性検査
適性検査（2種類）
はWeb形式です。

小論文
小論文のテーマは
事前にお知らせ
します。

面 接
担当者との面接。
気軽に何でも
お話しください。

面 接
貴方の
希望ポジションに
合った部門長との
面接です。

面 接 内定
最後のハードル。
社長はじめ
役員との面接です。

220601

マイナビから
エントリーしてください

会社説明会の詳細はマイナビ、当社ホームページでご確認ください。
また、会社訪問は随時受け付けていますので、お気軽にご連絡ください。
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